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【出願番号】特願2014-49405(P2014-49405)
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【手続補正書】
【提出日】平成28年12月27日(2016.12.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の信号に基づいて、乱数を更新する乱数更新手段と、
　前記乱数更新手段にて更新される乱数の最大値を設定する最大値設定手段と、
　前記最大値設定手段にて設定する最大値を格納可能な最大値格納手段と、
　少なくとも所定のデータが所定領域に記憶されているメモリ空間において、そのメモリ
空間の未使用領域にアクセスがされたことを検出して異常リセット信号を発生させる異常
リセット信号発生手段と、
　電源投入時にシステムリセット信号を発生させるシステムリセット信号発生手段と、
　所定条件の成立に基づき、遊技に関する抽選を行う抽選手段と、
　前記所定条件の成立時に、前記乱数更新手段から前記抽選に用いる乱数を取得する乱数
取得手段とを有し、
　前記最大値設定手段は、前記システムリセット信号発生手段にて発生させたシステムリ
セット信号にてリセットされると、前記最大値格納手段に格納された最大値を前記乱数更
新手段にて更新される乱数の最大値として設定する一方、前記異常リセット信号発生手段
にて発生させた異常リセット信号にてリセットされると、該リセット前に設定された最大
値が保持され、
　前記抽選手段は、前記最大値設定手段にて設定された最大値が前記システムリセット信
号に基づいて設定されたものか、あるいは、前記異常リセット信号に基づいて保持された
ものかを確認することなく、前記乱数取得手段にて取得した乱数と所定の判定値に基づき
抽選を行ってなることを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　請求項１の発明に係る遊技機によれば、所定の信号（クロック信号ＣＬＫ）に基づいて
、乱数を更新する乱数更新手段（１６ビット乱数生成回路６３００Ａ（Ｂ）、８ビット乱
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数生成回路６３０１Ａ（Ｂ）、１６ビットカスタム乱数生成回路６３０２Ａ（Ｂ）、８ビ
ットカスタム乱数生成回路６３０３Ａ（Ｂ））と、
　前記乱数更新手段（１６ビット乱数生成回路６３００Ａ（Ｂ）、８ビット乱数生成回路
６３０１Ａ（Ｂ）、１６ビットカスタム乱数生成回路６３０２Ａ（Ｂ）、８ビットカスタ
ム乱数生成回路６３０３Ａ（Ｂ））にて更新される乱数の最大値を設定する最大値設定手
段（最大値設定回路６３２３_１６Ａ（Ｂ），６３２３_８Ａ（Ｂ））と、
　前記最大値設定手段（最大値設定回路６３２３_１６Ａ（Ｂ），６３２３_８Ａ（Ｂ））
にて設定する最大値を格納可能な最大値格納手段（１６ビットカスタム乱数生成回路最大
値設定レジスタＲＮＤ１６ＭＸ_Ａ（Ｂ），８ビットカスタム乱数生成回路最大値設定レ
ジスタＲＮＤ０８ＭＸ_Ａ（Ｂ））と、
　少なくとも所定のデータが所定領域に記憶されているメモリ空間（図１２に示すメモリ
空間アドレスマップ）において、そのメモリ空間の未使用領域（６５０ａ～６５０ｃ）に
アクセスがされたことを検出して異常リセット信号を発生させる異常リセット信号発生手
段（リセットコントローラ６４０）と、
　電源投入時にシステムリセット信号を発生させるシステムリセット信号発生手段（シス
テムリセット生成部１３２０）と、
　所定条件の成立に基づき、遊技に関する抽選を行う抽選手段（ステップＳ４０８）と、
　前記所定条件の成立時に、前記乱数更新手段（１６ビット乱数生成回路６３００Ａ（Ｂ
）、８ビット乱数生成回路６３０１Ａ（Ｂ）、１６ビットカスタム乱数生成回路６３０２
Ａ（Ｂ）、８ビットカスタム乱数生成回路６３０３Ａ（Ｂ））から前記抽選に用いる乱数
を取得する乱数取得手段（ステップＳ３０３）とを有し、
　前記最大値設定手段（最大値設定回路６３２３_１６Ａ（Ｂ），６３２３_８Ａ（Ｂ））
は、前記システムリセット信号発生手段（システムリセット生成部１３２０）にて発生さ
せたシステムリセット信号にてリセットされると、前記最大値格納手段（１６ビットカス
タム乱数生成回路最大値設定レジスタＲＮＤ１６ＭＸ_Ａ（Ｂ），８ビットカスタム乱数
生成回路最大値設定レジスタＲＮＤ０８ＭＸ_Ａ（Ｂ））に格納された最大値を前記乱数
更新手段（１６ビット乱数生成回路６３００Ａ（Ｂ）、８ビット乱数生成回路６３０１Ａ
（Ｂ）、１６ビットカスタム乱数生成回路６３０２Ａ（Ｂ）、８ビットカスタム乱数生成
回路６３０３Ａ（Ｂ））にて更新される乱数の最大値として設定する一方、前記異常リセ
ット信号発生手段（リセットコントローラ６４０）にて発生させた異常リセット信号にて
リセットされると、該リセット前に設定された最大値が保持され、
　前記抽選手段（ステップＳ４０８）は、前記最大値設定手段（最大値設定回路６３２３
_１６Ａ（Ｂ），６３２３_８Ａ（Ｂ））にて設定された最大値が前記システムリセット信
号に基づいて設定されたものか、あるいは、前記異常リセット信号に基づいて保持された
ものかを確認することなく、前記乱数取得手段（ステップＳ３０３）にて取得した乱数と
所定の判定値に基づき抽選を行ってなることを特徴としている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】削除
【補正の内容】
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